
城
山
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

使
用
時
間
に
つ
い
て 

美
波
町
人
権
擁
護
委
員
会

か
ら
の
お
知
ら
せ 

土
砂
災
害
危
険
箇
所
の
基
礎

調
査
を
実
施
し
ま
す 

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
援

対
策
に
つ
い
て 
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ウ
ミ
ガ
メ
保
護
の
観
点
か
ら
、
ウ

ミ
ガ
メ
保
護
期
間
中
（
５
月
20
日
�

〜
８
月
20
日
�
）
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

の
使
用
時
間
は
、
午
後
９
時
ま
で
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
協
力
の

ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

お
問
い
合
せ
先 

日
和
佐
公
民
館
　
☎
77
│
０
０
２
８ 

    

◎
事
業
の
概
要 

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
で
効
果
の
高
い

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
等
に
取
り

組
む
農
業
者
等
又
は
有
機
農
業
者

に
よ
る
販
売
を
目
的
と
し
た
農
産

物
生
産
活
動
に
対
す
る
支
援
制
度

で
す
。 

◎
対
象
農
地 

　
農
業
振
興
地
域
内
の
農
地 

◎
支
援
対
象
と
な
る
農
業
者 

１
、
有
機
農
業
者 

２
、
次
の
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

　
　
を
行
う
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー 

（
１
）
カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ 

　
主
作
物
の
栽
培
期
間
の
前

後
の
い
ず
れ
か
に
緑
肥
等（
れ

ん
げ
な
ど
）
を
作
付
け
す
る

取
組 

（
２
）
炭
素
貯
留
効
果
の
高
い
堆
肥

　
　
の
水
質
保
全
に
資
す
る
施
用 

　
主
作
物
の
栽
培
期
間
の
前

後
の
い
ず
れ
か
に
、
土
壌
診

断
に
基
づ
く
施
肥
管
理
計
画

を
策
定
し
、
Ｃ
／
Ｎ
比
10

以
上
の
堆
肥
を
一
定
量
以
上

施
用
す
る
取
組 

（
３
）
草
生
栽
培 

　
樹
園
地
に
麦
類
や
牧
草
等

を
作
付
す
る
取
組 

（
４
）
冬
季
湛
水
管
理 

　
冬
季
間
の
水
田
に
水
を
張

る
取
組
（
２
か
月
以
上
） 

○
支
援
単
価
（
10
ａ
＝
１
反
あ
た
り
） 

１
、
カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ ８，

０
０
０
円 

２
、
炭
素
貯
留
効
果
の
高
い
堆
肥

　
　
の
水
質
保
全
に
資
す
る
施
用 

４，
４
０
０
円 

３
、
有
機
農
業
　

８，
０
０
０
円 

４
、
草
生
栽
培
　

８，
０
０
０
円 

５
、
冬
季
湛
水
管
理 ８，

０
０
０
円 

　
申
請
は
６
月
30
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。
取
組
ま
れ
る
方
は
産
業

振
興
課
（
☎
77
│
３
６
１
７
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

    

　
奥
河
内
地
区
で
基
礎
調
査
を
実
施

し
ま
す
。
箇
所
に
よ
っ
て
は
今
回
の

お
知
ら
せ
に
先
行
し
て
調
査
を
実
施

し
て
い
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

基
礎
調
査
実
施
の
ご
案
内 

　
徳
島
県
で
は
、
平
成
13
年
４
月

に
施
行
さ
れ
た
「
土
砂
災
害
防
止
法
」

に
基
づ
き
、
土
砂
災
害
か
ら
住
民
の

生
命
を
守
る
ソ
フ
ト
対
策
の
推
進
を

図
る
た
め
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等

の
指
定
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
の
度
、
上
記
地
区
に
お
き
ま
し

て
、
平
成
26
年
５
月
か
ら
平
成
26

年
８
月
に
か
け
土
砂
災
害
に
よ
り
被

害
を
受
け
る
お
そ
れ
の
あ
る
箇
所
の

地
形
や
地
質
、
土
地
の
利
用
状
況
等

に
つ
い
て
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等

の
指
定
に
必
要
な
基
礎
調
査
を
実
施

し
ま
す
。
調
査
に
伴
い
、
名
札
と
腕

章
を
身
に
付
け
、
身
分
証
明
書
を
携

帯
し
た
調
査
員
が
、
が
け
（
斜
面
）、

渓
流
、
宅
地
お
よ
び
周
辺
に
立
ち
入

り
を
さ
せ
て
頂
く
事
が
あ
り
ま
す
。

ご
理
解
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。
な
お
、
調
査
結
果

に
つ
い
て
は
、
後
日
、
説
明
会
な
ど

に
よ
り
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。 

お
問
い
合
せ
先 

・
徳
島
県
南
部
総
合
県
民
局
（
美
波
） 

　
工
務
担
当 

　
☎
74
│
７
４
７
６ 

・
徳
島
県
県
土
整
備
部
砂
防
防
災
課

　
☎
０
８
８
│
６
２
１
│
２
５
４
０ 

    

○
全
国
一
斉
人
権
相
談
に
つ
い
て 

　
皆
さ
ん
、
人
権
擁
護
委
員
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か
。 

　
６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法

が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。 

　
法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、
６
月
１
日
を
「
人
権

擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
て
お
り
、

徳
島
地
方
法
務
局
及
び
徳
島
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
で
も
、
こ
の
日
を

中
心
と
し
て
、
人
権
擁
護
委
員
制
度

の
周
知
と
人
権
思
想
の
普
及
・
高
揚

に
努
め
て
い
ま
す
。 

　
人
権
は
、
人
間
が
幸
福
な
人
生
を

送
る
上
で
、
最
も
大
切
な
権
利
で
す
。

自
分
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
人
の

人
権
が
尊
重
さ
れ
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。 

　
国
の
内
外
を
問
わ
ず
、
人
々
が
お

互
い
に
人
権
を
守
る
こ
と
に
よ
っ
て

明
る
い
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
、
私

た
ち
の
願
い
で
す
。 

　
人
権
擁
護
委
員
の
日
で
あ
る
６
月

１
日
を
中
心
と
し
て
全
国
一
斉
の
人

権
相
談
を
下
記
の
と
お
り
開
設
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く 

守
ら
れ
ま
す
。 

　
私
た
ち
の
町
の
人
権
擁
護
委
員
は

次
の
方
々
で
す
。 

　
鏡
　
　
　
勝
、　
牧
野
　
和
榮 

　
酒
井
　
勝
利
、　

マ
ユ
ミ 

人
権
相
談
開
設
場
所
《
６
月
３
日
》 

・
日
和
佐
公
民
館 

　
　
　
　
午
前
９
時
か
ら
正
午 

・
由
岐
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時 

平成26年度  特設人権相談所開設予定表 

※６月の全国一斉特設相談所と12月の人権週間に合わせた相談所については、日和佐地区由岐地区の両方で開設します。 


